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本邦産地膳科（MELOID~~ の研究

一輪勇一四良I)

．，、向，w

A STUDY ON THE SPECIES OP MELOIDfE 

IN THE JAPANESE EMPIRE 

By 

Y. MnvA 

本篇を以て本邦産地謄科の研究第一報巴す、本篇は本邦に産する地臆科

の種類に付き共の研究史現在迄に知られたる種の戴及分布扶態に付き研究せ

る者也。使用せる材料は北海道帝園大串農皐部見晶皐教室所臓の標本並びlこ
先般嘗局の許可を得て特に閲賢研究を矯せる牽湾総督府中央研究所藤所の標

本に依る事多しさ雄、亦筆者自らが採集に於て得たるもの少なから十0.本邦

産地臆科の種の研究に付きては従来 V.de MOTSCHULSKY, S.ーん deMARSEUL, 

HAAG-RUTENBERG, G. LEWIS, H. de KIESENWETTER, H. J. KOLBE, H. von HEY-
DEN, H. von ScHONFELDT, M. Pie, F. BoRCHMAi..,.N, G. SuMAKOV，松村松年博士、

素木得一博士、岡本半次郎博士等に依りて矯されたり。然れざも以上はいづ

れも断片的記述に止まれb。筆者は本篇民於て本邦産の種類を線括し此慮に

枚皐し説明せんさ欲す、以上仁奉げし諸先進撃者の文献に依b叉SCH悶 KLING

の目録（BoRCHMANN携営）に従ひ余は本邦産廿七種ー麓種を決定せb、猶予
の同定せる｝未記録種及一新襲種を加へ線敷廿八種ニ襲種を算する民至れ

9 、標本を有せ5る二三の種類は共ま、記載を縛詑し置きたり。

本篇を草するに営。常に御懇篤なる御指導を賜はbし松村先生l[C.誼んで

深謝の意を捧〈＼なほ閲覧研究の使を御取計b下されし壷湾中央研究所臆用

動物科主任案木先生氏も同様謝産を表す。

都 究 史

西暦 1857年 V.de MoTSCHULSKY氏は EtudesEntomologique中に“In-

(Transac. of Sap（＞＇~ro Nat. Hist.おc.Vol. X, Pt. 1, 1928.] 
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sectes du Japon”なら表題にて日本産見患を記載し内地臆科につきてはー純

Me!oe coarc向tusを記せり。

1873年 S.-A.de MARSEUL氏は Annalsde la Entomologique du France 

~~ ''Coleopteles du japon recueillis par M. GEORGE LEWIS，，さ題し日本産甲識

を記載せり某の内地臆科に属する二新種五末記録種を含む、猶同氏は問題下

にて1876年出版の該雑誌中にMt伽麗に含まるるニ新種一段知種を記述せれ

1879年 G.L:Ewts氏は同氏著“Catalogueof Coleoptera from Japanese 

Archipelago，，の内l二十三種さー襲種を列車せれこの襲種に付きては何等の

詑鋒もな乙。 BORCHMANN氏は之れを認め今、共の Catalogue中に採用せざ。

き、筆者は本篇に於て之れを省略せり。同年氏は＂ Oncertain new Species of 

Coleoptera from Japan，，なる論文をAnnalsand Magazine of Natural History 

中氏公表せられ？とb、共の中区一種与icautataishoensisに関する記載を含め
b。叉同年 H.de KrnsENWETTER氏は DeutscheEntomologische Zeitschrift 

中氏“ColeopteraJaponae”なる表題の論文を掲載し、中区一種 CanthariusRdni 

有h。同じ（同雑誌中に L von HEYDEn氏は“DieColeopterogische Ausbeute 
des Prof. Dr. REIN in Japan 1874-1875”ご題し多数の甲車区付き記述せる中

K一種必・toecoarctatus If/:.付き論及せるを見t~ b。
r88o年 HAAG-RuTENBEJW氏は DeutscheEntomologische Zeitschrift Vol. 

24中に“Beitrii.gezur Kenntnis der Canthariden”と題し現今地臆骨に属する

戴槌を枚奉し其の内に一種壷湾産の均的utawaterhouse｛を記載せb、又同
論文中に後壷濁よ b採集せられたる一種 E.んかticornisの記載をも合め b0 
1886年H.J.KOLBE氏は Archivfiir Naturgeschichte第五拾武巻中に“Bei-

trage zur Kenntnis der Coleopteren-Fauna Koreas”ご題して朝鮮仁於て採集せ

る甲車区付きて論じ地臆科bとつきでは四未詑録種を翠げtz.b 。
1887年 L.von HEYDEN氏は HoraeSocietatis Entomological Rossicae 

第廿八巻中に“Verzeichnissder von Herrn OTTO HERZ auf der chinesischen 

Halbinsel Korea gesammelten Coleopteren＇’なる題下にて朝鮮産甲患を論じ内

地膿科所属の五種を暴くユ同年 H.von ScHδNFELDT氏は同氏著“Catalogder 

Coleopteren von Japan，，中に地謄符十三種及ー麓種を掲げ？とb、此の接種は前

述せる LEWIS氏の目録よ b引用せるもの也口
1906年松村博士は共の著「日本千品問解」第四巻中に地謄科に属する五

積に付き記述せられたれ

素木得一博士は 1908年出版の肇湾農事試験場特別報告第一競中に一裕
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Epicauta Gorkami l/r.っき叉 19ro年出版同特別報告第五載中氏一種め・！abris

dckorii tこ付き共々記述せられたh 而して 191I年出版の同報告第八境院は

前記の E.Gorkami は E.Gorkami var. formosana 'I!改正志れ？とるも後同博

士は之れは五必i'a!isvar. form(Jsanaの誤bなる事を指定せられたb、余は
之れをE.waterkouseiなりと認む。

1910年 MAURICEPre氏は Bulltinde la Societe Entomologique de France 

中広“H低 romeres.nouveaux du grou戸 deZonitini”なる表題にて論文を公

表せられたれその内l/r.京都よ b採集せられたる一種Zonitisfaponi'caを合む、

予は本種を Zonitoschemapa!!ida F.の Synonym'I!認めたり。

191 E年松村博士は東北帝岡大串農科大串紀要第四巻第一韓中に“Erster

Beitrag zur Insekten-Fauna von Sachalin”なる論文を接表せられたb、その

中区一種必foeiobataが南樺太l/r.産する事を報守ちれt'lb 、猶 1927年一月
出版の動物事雑誌中に掲載されたる横山、鹿野雨足共著「南樺太産甲車類目

録」中広も地臆科に付きては前記必toelobataー碕奉げられてあb。
1912年 F.BoRCHMANN氏は SupplementaEntomologica No. 1中庇“H.

SAUTER’S Formosa-Ausbeute”さ題して肇湾産の種類四を詑越せb。同年c.
WEI.LEM訓 N氏は EntomologicalNews,'Vol. 23中に“Newspecies of Lytticlae, 

with notes on Described Species ”なる論文を公表せb、中に肇湾産の一種
均•icautaformosensisを合む。

1913年 G.SUMAKOV氏は RevueRusse d’Entomologique, Vol. 13中K

"Deux nouvelles especes du Gemre Mylabris F.”なる題下院て函館よ b採集

せられたる一新種砂•labrisfaponica l/r.付き詑遮せ b、後 BoRCHMANN兵は其

目録中広之れを M thumbe.なぜの synonymI::せb、余は子れを採用せ宇。

1924年岡本宇ヨた郎博士は朝鮮穂；？府勘業模範場欧文報告第一巻庇

Insect Fauna of Quelpart Island，，なる論文を掲載せられt'l'，，、その中に地臆

科六種を合む。

種 の 詑 載

－莞脊亜科 (LYπIN.IE) 

ゼヌHロ,,. 普 族 {MYLABRINI) 

班莞脊属 {MYLABRIS) 

1. Mylabris dcllorii オピゲシセイ

Me!oe cichorii LINNAEUS, Syst. Nat., ed. 10, p. 419 （『758).
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Zonabris ciclt~rii BoRCHMANN, Suppl. Ent., No. 1, p. 12 (1912). 

体黒色、同色の毛にて蔽はる。頭部稿固形に近〈細小黙刻を密布す。前

胸比較的民〈側線は丸l朱を帯..k、勲刻を密布ずる事頭部に同じ中央に縦構を

走ちす。趨鞘の基部に二個の黄色紋ゐ 0、一個は縫合線に近〈普通楕固形を
曇す他の一個は側縁に添ひて印せらる。猶中央よ 0 稿上位~t.波肢の黄帯紋を
有し、前者巴之れの間隔·~-c等しき距離を置きて後方に同様の黄帯紋を有す。
体長十一粍より:fft二粍に至る大形種の斑紋は濃厚t亡して鮮か也。予は19何年

並に26年の七月肇湾に於げる下記の個所({C.於て十数頭採集せり。壷北、クラ

ィ、芝山巌、捕里祉、バイバラ、霧世、新化、恒春、人倫、内茅端、本捕。

分布一支那、印度J肇湾ム

2. Mグlabri,sjαponicα、 ヤマトゲンセイ

.ll{y!abrisfaponica SuMAKOV. Rev. Russe, d’Ent., xnr, p. 474, f. r (1913). 
BORCHMANN氏は其の目録中1こ本種を M thumbergi BILLB. （印度原産）さ

同穂也させ0ム余は文献により共麹鞘、の斑紋の異なる事及大V さの相異等主
見出せり。本種は前述の ct"chorii~ 同一 series k入る可き者Uとして thumbergz・
も亦 dchoriiの接種に非今やさ思惟す、元来之等の種類はいづれも亜熱帯よ

り熱帯に豆bて分布せる者也。 SuMAKov氏の記載に依れば本樟は画館にて

ALBRECHT氏Kよb採集されしさ云ふ、果して北海道産なるや否や甚1：：疑問
也。

分布一北海道。

3. MグZαbrisspeciosα テフセシゲンセイ

Mj!abrisザecz"osaPALLAS, Icon. Ins., p. 84, t. E, f. 9 ( t 782 ). 

ZonabrisザeciosaHEYDEN, Hor. Soc. Ent. Russ., p. 260 (1887). 

体黒色、暗青色ι輝〈毛にて蔽はる、麹鞘~i淡赤色、黒色の班紋を装ふ、

本種は HEYDEN氏に依b朝鮮よ b報守られたれ本種は朝鮮に普通なる JI!.

ca!ida PAL.に酷似し記載のみにては共直別剣然たらすも。

分布一西比利亜、朝鮮。

4. Mylαbris 5・例αcUlatα トホシヴチハシメウ

111j’！abris 5-macu!ata OKAMOTO, Bull. Agric. Expt. Sta. Govt. Gen. Chosen, 

Vol. r, No. 2, p. 184, Pl. VII, fig. 2, Pl. X, fig. 9 (1924）・
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体黒色、光津あり、長き黒色の毛広て蔽はる、麹鞘は黄禍にして黒色の

固形内至楕固形の斑紋各五個を有す0・本種は岡本字衣郎博士民より蹄州jるよ

h 報導せられt~ 9 0 
分布一朝鮮。

5. Mylabris ca lidα マダラヴチハンメウ
ルloecat£da PALLS, Icon. Ins. praes. Russ. Sibi九 p・85, t. E, f. I l ( I 7 8 I ) . 

.Mjtlabr；β caルh Koum, Arch. Naturg., p. 214 (1886). 

前穏に酷似す、只趨鞘の班紋を異にす。本種は奮4t~Hi lfC.接〈分布せる種
類広して、余は敵洲産の五種ご朝鮮産の九種に付き之れを検せるに麹鞘の班

紋の形股並びtこ教は多様にして普通六乃至七個の班紋黙在せ・るが或者は融合

して個々の形は大きく而て敷を減じ三乃至四個([C.至るものあ0。之れを要す
るに麹鞘の班紋は非常に麓異性tr.富む者([C.l,て余は上記の 5-macu!ata（標本

を検せすも〕は本砲のー異肢形民非今やご信今。北大見識皐敬室には朝鮮の京

城、水原、仁川、卒倉洞、満州の金州、ー支那四川省及ペノVYン、プタベスト、

シチ 9ャ等の標本を識す。

分布一敏洲、ゴーカデス、土耳古、シ9ャ、西比利亜、アJVジ.r.9ャ、

エヂプト、満洲、支那、朝鮮。

長著完族 (LYTTINI) 

黒完菩属 (EPICAUTA) 

6. Epicαutαfo'l"mosensis タイワンクロマメハシメウ

今>icautaformosen地 WELLEMAN,E叫 News,XXIII,. p. 31 (1912). 

体黒色、頭部は赤色、額片は暗赤色、黒色の端毛を密布す、但前背板の

縁、麹鞘、の周縁及先端、及腹節の外線、中胸片、前胸側片の角綾部は白色の

短毛([C.て蔽はる、体長は廿五粍乃至舟五粍あれ章、湾([C.鏡〈分布し、余は本

捕、イバホ、タマホ、タムピャ、牽北、クライ、靖里枇、クラJV、恒春等に

於多数捕獲せり、叉基隆、章化、濁水渓にて採集せる標本を有すO

分布一憂湾。

7. Epicau,tαwaterhou畠’d タイワシセスヂマメハンメウ

L)'tta ;oaterftousci HAAG-RUT、ENBERG,Deutsche Ent. Zeitschr., XXIV, p. 
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79-81 (1880). 

体長〈、黒色、光津無し、頭部は赤色にして輝tt9、体一面黒色鱗股宅
を以て蔽はる、但胸部の側面と基部麹鞘の周縁、4、循板及腹面の毛は友白色、
叉各麹鞘の中心に縦民走る友白色毛の線を有す、各腹節の中心は黒し、体長

は十六粍乃至廿五粍、本邦にては肇湾に産す、余は下詑の個所に於て教頭採

集せ0。芝山巌、漁池、捕里吐、新高、豊南、闘仔嶺、ラライ。
分布一肇湾、東印度。

8. Epicaiitαgorhα伽 4 マメハシメウ

ξ'picauta gorltami MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) III, p. 227 (1873). 

母＇tcautagorhami MATSUMURA, Thousand Ins. Japan, Vol. I, No. 4, p. 20, 

Pl. L VII, Fig. 7 ( 1906). 

体黒色、黒色鱗股毛にて密に蔽はる、但前胸の中央区友黄色のー縦線を

具へ、向後縁にも同様の宅を襲ふ、麹鞘の周縁及中央のー縦僚は友貰色也。

頭部は赤色、粗大の勲刻を具ふ、体長十三粍内外、本邦にあ b℃大豆を喰害

すO 余は三重及岐阜牒に於本種をと採集せれ北大見車事教室には新潟、長崎、

熊本等の採集品あれ

分布一本州、九州。

9. Epicαutα的 ishoensis ＂ロマメハシメウ

今icautataishoensis LEwrs, Ann. Mag. Nat. Hist., (5) IV, p. 464 (1879) . 

. Epicauta おおみoensi'sMATSUMURA, Thousand Ins. Japan, Vol. I, No. 4, p. 17, 

Pl. LVII, f. t ( 1906). 

体黒色にして少しぐ光漂あ0、友白色の宅氏て蔽はる、頭部は寧ろ黒色、
但眼の後部は幅庚き赤色民て縁付けらる。此の班紋は衣第に細ま 0後頭の中
心にて止まる、前額の中心、雨眼の簡にも赤色紋を有す、叉鯛角の基節下側

の中心院も同様赤色班黙を有す、本種は前述の gorhamiに酷似すれざ前胸及

麹鞘の黒色なる事、眼の後部に黒色部の存ずる事等によ Oて異なる、 LEWIS

氏は之れを艶馬よ 0報壱0、叉松村博士は本種を越後の新稜田氏於て採集せ
られた0。本種は亦朝鮮に産する E.chinensisにも似た0。

分布一本州、九州。
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10. Epicauta 'l'e伽4 ヲイシヴチハシメウ

αnthans reini KIESENWETTER, Deutsche Ent. Zeitschr., XXIll, p. 307 
(1879）.ー

体は黒色、放白色の毛を有す、頭部は黒又は淡黄禍色にして光輝あれ

鯛角は締般にして短かし、暗責褐色を基す、前胸の前部は丸味を帯び、側線

は略真直K走h、基部に於て繊断されたるが如し、中心の基部氏縦溝を具ふ、
前方lit.微細なる不等の黙刻を有じ、而て一面友白色の鱗脱毛を袈ふ、麹鞘は．

黒色、光輝なし、粗大の勲剰を装ふ、周縁庇友白色の毛を有し、隆起麹脈は

殆退化すo基節、腿節及蹴笥の基部は責褐色、北大昆車事教室には米津及新

義国民於て採集せられたる標本あ h、KIESENWETTER氏の記載民依れば本種
は Dr.REIN氏lit.依b本邦（産地不詳）よ h採集せられしものな b~ 。
分τ布一本州。

11. Epicau,t，αcft伽e仰向 テヲセシクロマメハシメウ

与icautackinensis MOTSCHULSKY, Etud. Ent., II, p. 48 (1853). 

L戸'tackinen.市 KOLBE,Arch. Naturgesch., p. 214 (1886). 
み＇icautackinen必 HEYDEN,Hor. Soc. Ent. Russ., p. 261 (1887). 

体黒色、顕の後部、側部及額面は赤色、麹鞘の外線、燭角の基節、小循

板、肢の裏面にはいづれも灰白色の端毛を具ふ、雄の燭角は扇般也、本積は・

朝鮮民蹟〈分布し大豆を食害す。北大昆最皐教室院は下記の個所民て採集さ

れたる標本を識す。水原、仁川、京雄、南端。

分布一支那、朝鮮。

12. Epicau抑制eg，αlocephala テヲセシマメハシ』Eウ

Lytta mega，ルepha!aGEHLER, Mem. Mose., V, p. 318 (1817). 

身icauta鰍 -ga/oc，伊haiaOKAMOTO, Bull. Agric. Expt. Sta. Govt. Gen. Chosen, 

Vol. I, No. 2, p. 185, Pl. VII, f. 12 (1924). 

本種は E.e.ヴtltroc，伊1/za!aPA比．（欧洲原産）lit.酷似す。体黒色、頭の後部、

側部及雨眼の中央部は赤色院して光輝あ b、鯛角黒色、第二節最小、前胸の

中央区縦講を具ぺ、一面灰白色毛を具ふ、麹鞘の先端、周縁は灰白色毛を有

し、各々中央に走る同色毛の縦棋を有す、本種は岡本竿次郎博士氏依b祷州

島よ h報導せられた b。
分 9布一酉比利亜、満洲、朝鮮。
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13. Epic仰，tα hirticornis ムクゲマメハシメウ

王'picautahirti'cornis HAACトRUTENBERG,Deutsche Ent. Zeitschr., XXIV, p. 

26 (1880). 

Z抑制M hirticornis BoRc問 ANN,Suppl. Ent., No. 1 .• p. n (1912). 

体黒色、光津を敏〈、頭部は赤色、麹鞘の外線及先端は白色鱗股毛~て
繰付けちる、腹面には友白色の鱗肢毛を具ふ、但各腹節の中央rrc.は之れを焼

，（、雄の鯛角は一様化黒色の毛を以て蔽はる、前肢の腿節及腔節も亦黒色の

毛を有す、体長約拾五粍ゐりo本碍：は SAUTER氏によ b牽湾拘打に於て採集

せられら hと報ず。

分布ーアヅサム、壷湾。

青完菩属 (LY甘 A)

14. Lyttαantenna Us オホキバネヴチハンメウ

Cantha1官。ntennσlisMARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) III. p. 230 (1873). 

体金線色に輝ぐ、腹面は光津ーあり、背面は黄色の美毛にて蔽はる、麹鞘

吋淡黄色、但周縁は金総色ιて縁付げらる、頭部は三角形、中心仁深き溝を
走らす、後角は聞紙凸起を基ず、雨眼の問区赤色の班紋あり、上層は短〈屈

曲す、胸部は闇錐形を呈し、背上氏一個の小痛を装ふ、小楯板は銃三角形、

麹鞘は頭及前胸の和よりも約二倍竿長し、肢細長、体長約廿九粍あれ MAR-

SEUL氏の詑載rrc.依れば本格は LEWIS氏に依り長崎より採集せられたり。

分布一九州。

15. Lyt的 sutu問 llα キバネヴチハシメウ

Cantharis suture/la MoTSCHULSKY, SchrenlどsReisen Amurl., p. 144, Pl. IX, 

f. 21 (r86o). 

Cant/tar必suture/laMARSEUL, Ann. Soc. E此 Fr.(5) III, p. 221 (1873). 

Lytta 抑 turd/aHEYDEN, Hor. Soc. Ent. Russ., 260 (1887). 

青緑色rrc.輝〈、腹面は滑か、脊上院少し（毛を有す、額の中央区は一小

赤色瑳紋あれ麹鞘は淡黄、但共の周縁は青鎌色で隷付げらる、頭部は三角

形を呈し、後角は園味を帯j｛、中心K徴かに印せられたる縦溝を装ふ、上唇

心臓形、胸部は幅庚〈短かし、雨側に於て強〈三日月形に輔らる、中心院微

かな縦溝を印す、遡鞘は頭及胸部の長さの約二倍、漸〈見る事を得る小さき
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離jlj~依つτ二つの麹脹を表はず、股細長、体長廿戸粍、朝鮮仁川よ b採集せ

られたるー頭をー醸す、叉Mo;rs<fHUI,SK.Y氏は本糧を日本の西北 Awashima（所

在不詳）よ bDr. ADAMSに依b採集されしさ．云ふ、原産地はアム－JV地方也。
分布一日本、朝鮮、ダク 9ャ、アムーJ'l(o

16. Lytta ca'l"agα御αe i f リヴチ~－－ ／.ウ

Melot caraganae PALLAS, Icon. Ins. Ross. Sib., p. 97, t. E, f. 28 (1781). 

αntkaris caraganae MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., p. 221 (1873). 
Lytta caraganae HEYDEN, Hot. Soc. Ent. Russ., p. 2白（1887).

Lytta chinensis OKAMOTO, .. Bull. Agric. Expt. Sta. Govt. Chosen, p. 185, 

PI. VII，五 4(1924). 

体金給色舵輝き、滑か也、殆f毛を有せず、頭部略三角形を曇し中央に

倣かなる縦溝を走らす、前額爾眼の聞に縦溝の延線上に赤褐色の小班紋を師

す、胸部は幅庚〈中心院敏かなる縦溝を有す、麹鞘は粗雑記る勲jlJ~依 b 稲

光揮を快砂ざも金色を帯びて輝けれ鯛角は暗青色、第二節は最小、第三節

は最長（基節を除りにして他のいづれよ bも細し、朝鮮に普通なる種類にし
て京雄、釜山、仁川、大郎、水原等~於．て多数捕獲せられたれ叉岡本宇究
郎博士は之れを祷州島よ b報じ、 LEWIS氏は本種を長崎よ b採集せる記録b
6 。
分布一九州、朝鮮、支那、アJVタイ、西比利亜。

族

属

謄

勝
地
h

地

麹

麹
短

短

(MELOINI) 

(MELOE) 

17. Meloeαuriculatus コヴチハシメウ

Me!oe auricu!atus MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr. (5) VI. p. 480 (I 873). 

体細長〈黒色民して青藍色庇輝〈、頭部は三角形を是し後部は稀園味を

帯ぷ、細小の黙jlJを散布す、額の中央区非常民微かな凸陥を有す、上居短か

ぐ幅庚〈三日月形l/l:羽らる、雄の鯛角は奇形を呈す、胸部は稿長方形l/l:近〈

頭よ 0幅狭し、前方は寧幅庚ぐ、中央に於積狭まる、基部Uと於て三日月形民
輔られ縁付げらる、表面滑かにして小勲jlJを散布す、鶏鞘は胸部の約二倍の

長きあれ表面は粗雑な勲刻によ b最蝕形の縮刻を表はす、股細〈、蹴節は
長し、爪の問にニ叉の剛毛を有す、体長十三粍内外、本種は衣民連ぷる M
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ioarctatus ~IIoTsCH. Iこ酷似すれざ衣の諸黙に依bて直別ず、鯛角の第一節ti非
常に短〈、雄に於ては幅庚〈織衛5れ？とるが如し、麹鞘の縮費i及頭胸部の勲
jlJ1ま非常に強〈明か也、本穂は日本院通俗の類類にして MARSEUL氏は之を

兵庫、大阪よ b報ず、尚北大昆晶皐教室民は衣の個所に於て採集されたる標
本を識す、即北海道に於は札幌及定山渓、本州では東京、秩父、越後の新藤

田、中輝寺、盛岡、青森、朝鮮の京披瓦水原等也。

分布ー北海道、本州、朝鮮。

18. Me(oe COU'rザ ・atus ヒメヴチハシメウ

Meloe coarctatus MOTSCHULSKY, Etud. Ent., VI, p. 35 (1857) . 

. Mdoe coarctatus MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) VI. p. 481 (1876). 

Meloe coa仰 tusMATSUMURA, Thousand Ins. Japan, Vol. I, No. 4, p. 19, 

Pl. L VII,. f. 5 (I 906). 

外見長方形を呈し、青藍色を帯びて輝けれ趨鞘には粗雑の勲jlJを装ぴ

畠蝕形の縮刻を表はす、胸部は狭〈長〈、前方は積康ま h、中央部は雨側に
於三日月形tこ羽らる、麹鞘は後方に於て聞く、先端は稿鏡し、肢細長〈、爪

の聞に乙叉の剛毛を有す、体長約十八粍、前速の種区酷似す、但あま h多か
らず、 MARSEUL氏に擦れば本種は LEWIS氏によ h長崎よ b採集されしさ報
ず、この外北海道tこあ hては札幌及定山渓、本州民於ては中輝寺に於て採集
せられたる標本を有す。

分布ー北海道、本州、九州。

19. Meloe co仰伽ω マルク~・＇）.チハンメウ

Me!oe corvinus MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) VI, p・482(1876). 

Me!oe corvinus MATSUMURA, Thousand Ins. Japan, Vol. I, No. 4, p. 18, 

Pl. LVII, f. 3 (19o6). 

Meloe corvinus OKAMOTO, Bull. Agric, Expt. Sta. Govt. Gen. Chosen, Vol. 

I, No. 2, p. 184 (1924). 

体は黒青藍色にして光津あh、頭部三角形を呈し勲刻は強〈印せらる、
額上爾眼の聞に縦溝を有す、上唇は強〈三日月形民輔ちる、前胸は幅慶〈稽

四角形を呈し、二個の凹陥を印す、中央に徴かなる縦溝を走らす、鯛角は短

かく第四節よ h第八節民至る聞は鋸歯放を呈し、各節幅庚し、週鞘は浅き組
雑の勲第iに依h議蝕形の縮刻を表はず、前胸の約四倍の長きあわ体長約十
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入粍、之れは本邦に普通なる種類にして幼虫は花蜂の巣rrc寄生す、 MARSE也
氏は本種が長崎及兵庫よ h採集されたO吉報ず、本種は亦樺太豊原に於r924
年五月犬飼哲男博士院よ b採集されたれ樺太よ h採集されたるは之れを以
て最初の報導さず、共他北海道に於ては札幌、定山漢、本州にあ bては高雄、
郡馬聴、中蹄寺、四固にては伊換の佐々山に産す、又朝鮮涛州島よ h岡本半
次郎博士院接b報やられたh、近藤氏は南満州金州東門外に於1927年四月一

頭を捕獲せれ本種は南満州よ bも亦末記録のもの也。
分布一様太、北海道、本州、四圏、九州、朝鮮、満洲D

20. Meloe viola ceus オホヴチハシメウ

必・toeviolaceus MARSHAM, Ent. Brit., I, p. 482 (1802). 

Meloe violaceus MATSUMURA, Thousand Ins. Japan, Vol. I, No. 4, p. 2r, 

Pl. 57，ι9  (1906). 

Meloe ・violaceus OKAMOTO, B~tll. Agric. Expt. Sta. Gov. Gen. Chosen, Vol. 

I, No. 2, p・184(1924). 

本種は前述の auriculataに比L体強大、色黒昧勝もなる事、趨輸の縮刻

一層深〈、叉corvznusk比し前掬細長ぐ且凹陥を印せず、体長〈、色黒味勝

もなる事也、本邦北部に産す、札幌地方にては五、六月の候よく接見さる、

本州にては青森、北海道にては札幌にての採集品あ b。本種は敏洲原産にし

て岡本博士は叉朝鮮梼州島よ h報告せられた0。
分布ー北海道、本州、朝鮮、北亜細亜、欧洲。

21. Metoe lobαtα カラフトヴチハシメウ

Me!oe lobata GEBLER, Nouv. Mem. Mose., II, p. 57 (1832). 

Me!oe lobata KOLBE, Arch. Naturg., LII, p. 212 (1886). 

Me.んglobata MATSUMURA, Journ. Agric. Coll. Sapporo, IV, p. 128 (1911). 

体暗青藍色に輝く、前述の積violaceusに似たれざも色淡いよ b光津ゐ
れ黙~J並びに縮葬j深からず、肢も亦細（且前胸の形を異tとす、本種は樺太

Galkinowraskaeにて採集せられしl事を松村博士に依h報守られたh 余は

~927 年の七月樺太小沼に於て之れを採集せ b 、朝鮮よ hは KOLBE氏民依。
報司会られ、又岡本博士は之れを持州島よ h報告せられたれ猶本種は北海道
広ても費見され札幌にて採集されたる標本一頭あれ

分布一樺太、北海道、朝鮮、東西比和Ulla。
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22. ・ Meioe proscarabaeus テヲセシヴチハシメウ

Me/(}e proscara.伽 usLINNAEUS, Syst. Nat., ed, JO, p. 419 (1758). 

必 loeproscarabaeus HEYOEN, .Hor. Soc. E此 Russ.,p. 260 (1887). 

本種は欧洲に普通なる樟額re:t:.,て、 HE¥DEN兵庇よ h朝鮮よ b三頭採集
せる事を報導せられたb、産地は詳かならず。

分布一欧洲、ヨーカテス、土耳古、朝鮮。

櫛地謄亜科

長角地臆族

毛地脂属

(NEMOGNATHIN.tE) 

(SITARINI) 

(APALUS) 

23. .Apalus bin，品aculatus 7タポシヴチAシメウ

必loebz"macu!atus LINNAEUS, Fauna Suec. ed. 2, p. 228 ( r 767). 

Apa!us bi.仰 iculatusMARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) III, p. 222 (1873). 

体黒色、鯛角長〈、胸部は固形、麹鞘は種黄色にして後部に黒色固形の

斑紋を装ふ、－雌は腹面の後部に黄味を帯ぷ、本種は LEWIS氏によ b長崎よ h
採集せられたる記録あ h
分布一九州、南欧、小亜細亜、土耳古。

細角地騰族 (NEMOGNATINI) 

紋地臆属 (MEGATRACHELUS) 

24.・Megatracheruspolit附 ヨヴポシヴチハシメウ

Zonitis polita GEBLER, Nouv. Mem. Mose., II, p.58 (1832). 

Zonit；必poli・taMARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (S) III, p. 222 (1873). 

Zoniti・s.polita KOLBE, Arch. Naturg., LU, p. 2 I 4 (I 886). 

体黒色、週鞘黄褐色にして各二個の黒色紋を装ふ、胸部は前方狭〈、後

方に蹟がb、ι勲刻を密布す、小楯板は固形にして中央陥凹し、一面勲費lを密
布す、週鞘は胸部の約四倍の長さを有しー略国筒形を呈す、肢細ぐ、腿節は

届平なれ爪は二叉に分岐す、北大昆最研究室Uとは朝鮮京誠氏於て採集せら

れたる三頭を戒す、週鞘の斑紋は往々之れを棋除せる事ゐれ之れヨえに示す

本簡の麗種也。

分布一朝鮮、北蒙古、東西比利亜。
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25. Megαh・αcheltιspoUtus var. dilutipennis 
チヤパネヴチハシメウ

Schotteriapolita ab. di!utipennis REITTER, Fauna Germ. III, p. 395 (1911). 

朝鮮京城に於て採集せられたるー頭を有す。

分布一朝鮮、東西比利亜、北蒙古。

黄地謄属 (ZONITOSCHEMA) 

26. Zonitoschemαcothurnαtα ヴマグロキ＇＇）チハシメウ

Zonitis cothurnata MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) III, p. 228 (1873). 

外見は衣に遮ぺる Z pallida F. Iこ酷似すれざ下の諸黙に依h之れを分

り、麹鞘の先端に黒色班紋あ0、共の黙j!Jはー屠密にして細’l、なh、前胸は
梨形を呈し狭〈、頭tま基部に於て一直線をなす、小楯板は大きく凹陥紋を印

す、本種は LEWIS氏によ b長崎よ h謙表せられたh 本植は叉1926年の四
月肇湾＿，，.イバラ山中氏於て藤藤真秀氏及菊地寛治氏Uと依b三頭採集せられた

b 。本椅：は壷湾よ 0末記録のもの也。
分布一九州、豪湾。

27. Zonitosche例 αpαlUdα キイロヴチハシメウ

Zonitz's pat.ゐtdaFABRICIUS, Ent. Syst., IV, App., p・447(1794). 

Zonitt・spallida MARSEUL, Ann. Soc. Ent. Fr., (5) III, p・222(1873). 

Zonit.々 geniculataFAIRMAIRE, Notes Leyd. Mus., IX, p. 195 (1887). 

Zonitisノ》onicaPre, Bull. Soc. E此 Fr.,p・90(19w). 

Zonitis geniculata BORCHMANN, Suppl. Ent., p. 12 (1912). 

体は淡黄禍色、複眼は大にしt黒色、嫡角比較的長〈黒色を是す、但各

節の先端は多少赤味を帯.. k、麹鞘は黄禍班紋無し、肢は腿節、鰹節の基存｜；を

除き黒色、本積は本州iよ・0肇湾民豆b庚ぐ分布せh、LEWIS氏は之れを長崎
よb報じ、 Pie氏は之れを京都よ b採集しz.j》＇On仰として接表せb、叉壷

湾Uとて採集されしものは Zgeniculata ＜：：同定されしも余は之等がいづれも同

種類なる事を認め此慮に殺表せれ北大標本室に戴せらる、敷頭の標本氏付

き共の Labelk依h産地及採集者を示せば次の如し、京都（鈴木元次郎氏採
集）、日光（平山修二郎氏採集）、信州島内村（河野康道氏採集）、壷湾バ4バラ

（菊地寛治氏採集）。
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分布一束印度、本州、丸州、壷湾、セ νベス。

28. Zonitosch仰 iapallida var. o制御wensis

オキ十，、キヴチハシメウ

z. palli幼庇酷似す、原種E異なる慮は、鯛角並びに肢部共全部黄禍色
なる事也、沖縄本島よ b採集されたる一頭を威す。

分布一琉球。

細麹地脆族

細地臆属

29. Cissites cepholotes 

{HORII NI) 

(CISSITES) 

... I::イロザシ也イ
Horia cepkalotes OLIVIER, Ency. Meth., VII (Insふp.102 (1792). 
Horia maxillosa FABRICIUS, Syst, EI., II; p. 86 (1801). 

体赤褐色、鯛角は黒色にして線放、共の長さ前胸の基部に達せず、大腿

の先端は鏡〈基部民一歯を装ひ黒褐色を呈す、頭部大、前胸は短〈背面は平

滑也、麹鞘院は規則正しきこ乃至三の縦隆起線を有す、肢は黒色、但爪の基

部は赤褐色也。本樟は肇湾中央研究所所臓の標本にして壷湾よ hは末記録の

種類也。

分布一肇湾、ジヤバ、ス守トラ。

30. Cissitesαn伊1Uceps ヒメト巨イロゲシ也イ

Horz"a anguliceps F AIRMAI阻， C.R. Soc. Ent. Belg., p. CXI (1885). 

Synhoria angulicψs GAHAN, Ann. Mag. Nat. Hist., (8) II, p. 204 (1908). 

島 ＇riaangulic，ψBoRCHMANN. Suppl. Eぱ.， No. 1, p. 12 (1912). 

体長〈、赤色Uとして光輝あれ肢、鯛角、暴及大腿、は黒色、頭部幅庚〈

扇卒也、洩き勲3測を密布す、胸部の前線角は園球を帯び、側線は後方/Jr於て
屈曲す、背面は細，－J、の勲刻化て密に蔽はる、中心の基部民間陥紋を印し不規
則なる班紋あ b、麹鞘の中心よ h後方は細ま b、後部は開〈、各麹鞘広三の
縦隆起線を装ふ、体長約十四粍、本種は SAUTER氏/Jr依 b肇湾 FuhoshOよb
採集せられたる事を BORCHMANN.氏は報導せb。
分布一塞湾、ポJVネ々、ス？トラ。
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RESUME 

Hitherto twenty汀ninespecies and two varieties of λρ＇lo必zefrom Japan pro司

per, Corea, Formosa and Sachalien have been reported by senior authors, as 

MARSEUL, LEWIS, KIESENWETTER, KOLBE, HEYDEN, SCHONFELDT, MATSUMURA, 

SuMAKOV, P1c, SHIRAKI, BoRCHMANN and OKAMOTO, etc. 

After the careful studies of the author, eight genera and twenty eight 

and two varieties, have been found species, including unrecorded one sp民ies

as the ilfelo必faunaof the Japanese Empire. 

The present intention of me is two enumerate these species, showing their 

distributions, with the ,description of one new variety : 

Zonitosche側 αpαlliilαvar.oki例αwensis(n. var.) 

平. Elongate, testaceous, somewhat shining, with griceous pubescence. 

Eyes large and black. Head rather short, strongly and densely punctured. 

Prothorax relatively long, rather rounded anteriorly, transverse at the base, 

very slightly impressed longitudinally on the disk, closely and strongly punc-

tured. Elytra parallel, densely punctured on each dorsal part, but much feebler 

on the lateral sides. These characters nearly coincide with those of the typical 

which are wholly pale brownish Z. pallz"da F. except the antennae and legs 

yellow. 

Length: 17 mm. Width: 5 mm. 

Rab.ーLoo-choo;Ishigakijima, VIl-1925 (S. HIRAYAMA). 

AN ENUMERATION OF MELO ID-SPECIES, 

SHOVぬGTHEIR DISTRIBUTIONS. 

円

Other localities 

japon加 SUMAKOV

デ町iosaPALLAS 

M. 

M. 

2. 

3・
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（、~ Localities 慢l

I s伊cies ------------ Ill~ I~ 属 1~181~1~ 一……
｜｜｜｜｜｜山 I~~~－~；出岱:S:ia~~~i;t’

5 M. 5仰向 O臥 M<YrO llllllxlll 
6. Epicauta /onnostnsis; W血剛ANN I 1111 I I !xi 
7・ E. 却alerh捌 seiHAAG-RUTENBERG I I I I j川 !xi恥 In拘
8. E. gorhnmi山肌 ｜印円二「T「－
9・瓦 帥 hoensisLEwrs j I !xi H I I J 
0・E reini KIESENWEπER 11 H I 11 11 
1. E. m伊 ／oceph仰 GEB皿 Ii I I I I x I I I Siberi泊，Maneia 
宜. E. c伽即isM<町釘吃H銀 Y I I I I I H I I Chi回
砂 E hirtico1・加 H山知町B悶 1111111HA田am
14.与的。叫仰必MARSEUL I I I I /xi I I I 

u伽均M凹CHUL認 Y 11HIH11臥uri
16 L. 仰常-anaePA山 I I I I H x I I j Chin Alta同加ia 
17. Meloe岬仇h加 MARsEur I lxH j Jxl j I 
18. M. coarclatus MARS町L I Hxl !xi 111 
19 M. c叫前MA悶 UL HxlxH Jxl I I蜘 n

ERLE Hxl I I H I IE踊t－臼be巾
io/, c即 MARSEUL I !xJ x j I H j I Europe, Nort凶 ia

2. M. F問 cara，』aeusLINNAE凶 I I I I I lxl I I Euro戸，仇u儲叫s，百向
祢 Apα＂＇

宮．必F仰 cheh o/i，如sG臨 ER I I 11 jxlxl I’臼b叫 Mong町ia
得必 po／；勺・，；.a;pennisRE町田 I1111 H I I Ea耐 ib町民N叫 h-Mongoria
仏 Zoni，加 仇a;_coth抑制MMAR卿 L I I I I Jxl I !xi 

pa/Iida •FA聞叩S I II×IHIH 
q・·~°；，inawe仰（n.var・） 111 i 11 H I 

回2 C釦ル＇Sa伊ルψFA叫 IRE I I I I I I I I x ! B凹neo,Suma 
”. c. C併 σtotesOuv 

1216191リ？｜ヤ？｜？｜ 8 ｜ 


